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　1035　　 開放系生 ゴ ミ 乳酸発酵 の

　　　　　　　　　　　　　　　　16SrDNA プ ロ ー ブを用 い た FiSH 解析

　　　　　　 ○灘 井謙 二
， 森 正嗣 ， 吉宗

一 晃 ， 森 as充瞭 （大 分 大
・工 ）

　　我々 は生 ゴミを塔 飄形状態で 乳酸発酵を行い
， ポ リ乳酸 プラ ス チ ッ ク を生産す

　蚤 こ とを 鬪指 して ｛，喝 。 そ の 際 ，
エ ネル ギー 酌に有利な非殺菌系で 変換処理 を行

　う こ とが莠 え られ 鶚が ， 複会微生 物過程の 制御 と分析 は閉鎮 単一微生物系 とは

　異な る視点 と， 広範な微生物 を対象 と した追跡が 必要 とな る
1）

。 そ こ で ， グル ー

　プ特異 的な 16S 　rDNA 壷プロ
ー ブとた蛍光船 ＄’趣 ハ イブ リダイゼ ー

シ ョ ン

　綿 S黔 を適罵する こ とを試み た 、 プロ
ー ブと して 全細菌 （騨 騰 38）， γ

一プロ テ

　＄バ タ テ リア（GAI網 2a）の 他 に
，
全乳 酸球 ・桿 菌 （LAC72 。8）tsctohaci’fus　rhes−

　　nwrosus 　e：そ の 逓縁 菌 （LAC454 ）特異的な配列を設講 し ， 染色条件な どを鑿

　適 化 した ． 生 ゴミ付着蓖及び漬け物種菌を用 い て標準生 ゴミを非殺菌系で 溌酵

　した とこ ろ ，
鴫翫 後の 乳酸蓄積量はそ れぞれ 23．2及 び39．5g〆1で あ り ， 前者で は

　酪酸 も着干 蕎積 した p 際の 両者の FISH像 を比較すると
，
6酬 4為 陽性 の グル

ー プ

　に違 い が 晃 られ た 。 莪た ，外i來的 にL．i：hamn ◎scrs　re添繍 した場合 ，
　LAC　454 非染

　色性の 細胞 が 24h以 薩増飆 し
，
嗣時 に鑑成乳酸の光学活性が 低下 した 。 1）Food
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1036　　　 トウモ ロ コ シ廃棄物か らの L 一乳酸の生産

　　　　　 岡部満康 ○後藤義虚、董雪松、朴龍洙 （静大
・
農

・
搭生化）

　　　　　 崔洪斌 （ハ ル ビン医大 ・公衆衛生院 ・食品栄養）

〔目的】 トウモ ロ コ シは穀粒 、 茎葉お よび芯 （コ ー
ン コ ブ）か らな り、 穀粒は食料や飼料

と して利用されるが、他の 部分はほとんどが放置 されて お り、特に中国東北部の 農村では

環境汚染の 原 因とな っ てい る 。 こ うした トウモ ロ コ シ廃棄物の 有効利用の
．
環 として コ

ー

ンコ ブか らの L ・乳酸の 生産 に つ いて 検討 した。

紡 法および結果】市販の トウモ ロ コ シを穀粒とコ
ー

ンコ ブとに分け、コ ーンコ ブをミキ

サーで粉砕 後 乾物基準で 蜘 副 とな るよ うに水道水に懸濁し、121℃で 20 分殺 菌した。

次 いで 市販の セ ル ラ
ー

ゼ を所定量添加 し振盪 あるい は攬拌下で 24h 加 水分解 した後

Rhinopus　ot：　z ．Qθ の胞子を一一定量接種し、　 L 一
乳酸醗酵 をおこな っ た。フ ラス ユ ジャ

ー
フ

ァ
ー一

メ ンターの いずれにお いて も、乾物として 弖00 が の粉砕コ
ー

ン コ ブか ら 50副 の 全糖

が 得 られ 、最終的 に約 25g ノ〜の L ・乳酸が生産された。
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